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ようぼく成人講座 

日 時 ９月２８日(金) １２時３０分より 

会 場 本芝福分教会  

松原市高見の里 1-8-6  ☎072-331-0007 

    

テーマ 「身近なひのきしん」 

受講費 ３００円 

★大勢のご参加を待っております。           

暑いですね！ 連日猛暑の日々、みなさんお元気ですか？         

お連れ通り頂いている御守護の程に感謝しましょう！ 

９月は“にをいがけ強調月間” 

２８日・２９日・３０日は全教一斉にをいがけデ― 

≪松原支部の活動≫ 

９月２８日(金) 午前 各組活動 

   ☆１組 10 時～ 河内松原駅前     

   ☆２組 11 時～ 高見ノ里駅前 

   ☆３組 10 時～ 布忍駅前 

   ☆４組 10 時～ 河内天美駅前 

     午後 ようぼく成人講座 （下記参照） 

９月２９日(土) 大阪教区一斉神名流し  

        午後５時(開始) 河内松原駅前交番横広場 

      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立教１８１年 こどもおぢばがえり（７月２６日～８月４日） 

台風の上陸も有りましたが何の其の、今年も大勢のこどもたちがおぢばに帰っ

てきました。松原支部より大阪教区会場(ショパンのミラクル大冒険)設営ひのき

しん、又、期間中大勢の方のひのきしん、暑い中有難うございました。 

 

 

 
ひのきしんクラブ松原 

まつばら市民祭り支援ひのきしんに出動 

８月４日(土) 午後３時～午後１０時  １０名 

８月５日(日) 午前８時～午後６時   ９名 

★暑い中ありがとうございました。 

今年は今までで一番少ない出動人数でした。幸いな事に暑さが加わり、市民の

人数が比較的少なくゴミも少なく結構でした。開幕パレードに愛光分教会鼓笛隊

(６７名)が出演、揃った隊列の演奏に多大な拍手を受けました。 

★オープニングパレード 

★ブース前にて 

★清掃ひのきしん 

ひのきしん出動お願い 

９月２３日(日)午前９

時より松原 JC 主催の

大阪府全 JC の集まり

があります。 

会場：松原中央公園 

内容：市民祭り同様の

会場内の清掃。 



 

  

◎布教部 

定例にをいがけデ―（毎月２８日） 

 

８月２８日午後１時～２時 河内松原駅前

交番横広場 

服装自由。各自のチラシと勇心を持参し

て下さい。 

 

◎婦人会 

＊御礼 

今年も“こどもおぢばがえりひのきしん”

に、ご協力くださいました皆さま、暑い

中本当に有り難うございました。又今後

ともよろしくお願いいたします。 

 

＊例会のお知らせ 

８月３０日(木)  １時半～ 松繁分教会   

内容：女鳴り物練習 

 

 

 

＊女子青年おぢば伏せこみひのきしん  

日時：１０月８日(月、祝) １０時３０分 本部

神殿 西礼拝場集合   (１４時解散予定)   

来年第29回女子青年大会に向かって 

おぢばでひのきしんをさせて頂きます。  

お友達お誘いして、是非ご参加下さい。 

 

 

◎公開講座 

認知症・高齢者のおたすけ 

日時 ８月３１日（金） 

   午後２時より 

会場 大阪教務支庁 

費用 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原支部 地域ひのきしん 

河内天美駅前広場 第１日曜 ５時～６時 

天美北児童公園  第２日曜 ９時～１０時 

阿 保 公 園  第３日曜 ７時半～８時半(雨天中止) 

阿保東部第一公園 第４日曜 ９時～１０時 

 

松原支部なんでもたすけあい隊 

各家庭では『一寸したいこと・一寸手を加えたいこと・一寸直したいこと』等、

色々にあると思われます。しかし手が足りない、年寄りばかりで動けない、お困

りの方が居られましたら、遠慮なくご相談下さい。例えば  

障子紙を張りたいー 庭木を切りたいなー 溝を掃除したいなー 

網戸が破れたなー この品物が邪魔やなー などいろいろに 

連絡先 本芝福分教会 ☎（３３１－０００７） 

    小松崎    ☎（０９０－４３０１－７７９２） 

 

支 部 活 動 連 絡 版  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★支部活動へのご質問等は組長にお尋ねください。 

１組 大平六郎 ☎336-3185 西野々１丁目 17-28 

(副組長)松本篤司 ☎332-3746 阿保 1丁目 12-1 

２組 綿谷善和 ☎336-5859  新堂５丁目 324-4 

３組 朝倉裕三 ☎331-7914  東新町５丁目 18-15 

４組 河竹久子  ☎331-3936  天美東２丁目 165-1 

教区・支部ね
っと「松原支

部」のページ
へ今すぐアク
セス！ 

■■■天理教の考え方・暮らし方■■■ 

本当の意味での働き    

「働くというのは、はたはたの者を楽にするから、はたらくと言うのや」(『稿

本天理教教祖伝逸話編』１９７「働く手は」)。この教祖のお言葉は、天理教

信仰者の常識としてよく知られています。 

世間の常識では、何かの職に就いて働き、収入を得る行為を労働と言い、これ

を一般的に働くことだと思っています。これだと、専業主婦や子供、あるいは

老人、病人は働いていないことになります。しかし、教祖のお言葉によって広

く考えると、様子が違ってきます。 

子供が素直で元気よく育っていれば、親は安心し、それだけ心が楽になります。

すなわち、子供も「働いている」のです。病人も、負担をかけるだけの存在で

はありません。たとえ身体は苦しくとも、看護する人にできるだけ穏やかに接

し、不平ではなく感謝の言葉を口にするならば、その病人も「働いている」の

です。 

世界は、こういう無数の働きによって成り立ち、支えられています。働くとい

うのは、物を作り、それを流通させるのが主流のようですが、そんなに狭いも

のではないのです。日本人は、狭い意味の働くことにおいては良いモデルにな

っています。その結果、今日の繁栄があるわけです。   

それはいいのですが、半面、マクロの立場から見ると、はたはた（諸外国）を

楽にさせず、むしろ苦しめる結果にしてきたことはなかったでしょうか。 

そのように考えますと、国際間の難しい問題も、教祖のお言葉を噛みしめるこ

とによって、解決の糸口を見いだされるように思えてきます。 

 

※マクロ・・・［名・形動］１巨大(きょだい)であること。巨視的(きょしてき)

であること。また、そのさま。「―な展望(てんぼう)」↔ミクロ。 


